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業界の動き
▶データから見た

▶ 売 上 高 （前年同月比）

▶ 収益状況 （前年同月比）

▶ 景 況 感 （前年同月比）
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業界からの報告

●DI値 ▲18（前年同月比▲10）
●業種別DI値
　製造業 ▲30（前年同月比▲15）
　非製造業 ▲10（前年同月比▲７）
●前月比DI値
　製造業 15ポイント悪化
　非製造業 ７ポイント悪化

●DI値 ▲８（前年同月比＋４）
●業種別DI値
　製造業 ▲25（前年同月比▲30）
　非製造業 ＋３（前年同月比＋26）
●前月比DI値
　製造業 10ポイント悪化
　非製造業 ４ポイント悪化

●DI値 ▲20（前年同月比▲６）
●業種別DI値
　製造業 ▲20（前年同月比±０）
　非製造業 ▲20（前年同月比▲10）
●前月比DI値
　製造業 不変
　非製造業 13ポイント悪化
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　甲州印傳は江戸時代に遠祖上原勇七（現在は十三代）が鹿革に
漆付けする独自の技法を創案したことにより始まり、400年以上
の歴史があります。
　昭和62年に国指定の伝統的工芸品に指定、平成6年には山梨県
郷土伝統工芸品に認定され、その技は日本の革工芸の文化を伝え
る担い手となり山梨の特産品として、確固たる地位を築いて来ま
した。
　当社では、甲州印傳の製品アイテムとして名刺入れ・財布・ポー
チなどの小物からカバンまで約400種の製品を販売しています。
　伝統工芸品とはいえ、製品開発は常に時代のニーズにあった新
製品を作りだすための工夫を重ねています。
　「印傳」の魅力を現代のライフスタイルに合う機能的で独創的な

「INDEN」として進化させ世界へ向けて発信していくため、2011
年に印傳屋上原勇七のグローバルブランドとして「INDEN NEW 
YORK」を立ち上げました。
　現在は、ニューヨークの特約店と契約し商品を卸しているが、今
後は「INDEN」を世界に広げるために直営店を持つことを目標と
しています。
　また、2014年には、甲州印傳とイタリアの高級ブランド・グッチ
とのコラボレーションを実現させ、数量限定での販売でしたが、好
評を頂きすぐに完売となりました。
　世界中で甲府にしかない甲州印傳の魅力を世界に向けて発信
するために、これからも時代のニーズに合った新製品を作り出し
新しい挑戦を続けて行きたいと考えています。
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　5月の景況は、為替が一時1ドル124円台と約12年6ヶ月
ぶりの安値となり、日経平均株価も27年ぶり10日連続で伸
長するなど円安、株高の影響により大企業の業績は好調で
ある。
　また、外国人旅行客による消費も後押しとなり山梨県内
の宿泊業や観光関連業界は景気の改善が見受けられた。
　しかし、原材料の高騰、エネルギー高、技術者不足等によ
る人件費の増額等、製造業や建設業を中心にコスト増が収
益を圧迫している。
　特に、建設業関連は公共工事の発注の
遅れから景況感が悪化している。
　今後、輸入原材料の高騰から生じる物
価上昇への懸念と消費マインドの冷え
込みが足かせとなり、体力のない中小・
小規模企業は厳しい経営を強いられる
ことが懸念される。

●情報連絡員からの景況報告の概要
5月分
平成27年
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■製造業
●食料品（水産物加工）／ギフト関係は低調だ
が、ホテル、レストラン向けの生食材や新商品
が好調だったため全体の売上は前年同月比
105%。原料高が続いているが、値上げ効果も
あり利益は改善傾向。

●食料品（洋菓子製造）／自社製品の台湾輸出
が好調だが、国内は値上げの影響により不
振。そのため売上は前年同月比92%。利益面
は、原料高が続いており値上げが追いつかず
厳しい状況。

●食料品（製麺）／売上は、ゴールデンウィーク
の反動減が今年は一段と大きい。

●食料品（菓子）／原材料の輸入に依存する菓
子業界にとっては、加速する円安は死活問題。

●繊維･同製品（織物）／インテリアはホテル関
連が好調。服地は、高級品は順調だが一般向
けは厳しい。裏地は減少したまま横ばい。また、
一部の海外ブランドと契約している国内アパ
レルメーカーの販売契約が切れたため、OEM
で生産している業者は3月で受注が終了した
こともあり厳しい状況が続いている。

●繊維･同製品（アパレル）／暑さにより夏物が
好調。

●木材・木製品製造／売上、収益状況ともに良く
ない。

●家具製造／円安による原材料等の高騰。
●印刷／円安による資材の高騰が不安。
●窯業・土石（砂利）／例年に比べ工事量が少
ない。

●窯業・土石（山砕石）／公共工事の発注の減
少に伴い骨材出荷前年当月比81.6%と悪化。
諸資材の高騰もあり利益確保が難しく、設備
投資ができない。

●鉄鋼・金属／景気は横ばいだが、円安により材
料費が高騰。

●電気機器／電機、鉄鋼、機械、各業界におい
て物量の変動が激しく短納期及び安価なコ
ストでの受注のため、人件費や原材料等の
費用が割高となり物量が集中しても利益が
出ない。

●宝飾（貴金属）／業況は良くない。

■非製造業
●卸売（紙製品）／販売単価、売上ともに上昇し
ているが、仕入競争による仕入値の値上がり
のため収益性は不変。書籍の購読減による古
紙への減少が顕著。

●卸売（ジュエリー）／国内流通は悪化。一方、
中国人バイヤーへの販売については好調だ
が、企業間格差が顕著。

●小売（青果）／5月は天候に恵まれ野菜等の入
荷量が増加し販売価格も値下がりしたため収
益状況は改善傾向。

●小売（食肉）／円安等の影響により仕入価格
が上昇しているが、販売価格への転嫁が難し
く収益は悪化。

●小売（水産物）／円安による食料品の値上げ
が続いているため、消費者の買い控えが強ま
っている。

●小売（石油）／円安だが原油価格も値下がりし
ているため、販売価格は横ばい。

●商店街①／ゴールデンウィークは、県外からの
来街者が多かった。3月のココリのリニューア
ルオープンにより若者の来街者数が増加傾向
にある。

●商店街②／仕入価格の上昇と消費税増税に
より利益薄となり厳しい環境になっている。

●不動産取引／東京から物件買い取りの依頼
が多い。

●宿泊業（甲府）／売上増、稼働率増は、外国人
観光客（特に中国人）の増加によるところが大
きい。

●宿泊業（石和）／外国人観光客（中国）の増加
により業況は好調。

●美容業／県外資本の安売りヘアーカット店が
増加傾向にあり業況は悪化。

●警備業／公共工事の発注が遅れているため5
月の売上は前月より更に落ち込んだ。

●建設業（総合）／5月の県内公共工事動向に
よると、件数で14%、請負金額で42%減少。

●建設業（型枠）／今年に入り仕事数が激減し
ており5月も低迷を続けている。

●建設業（鉄構）／今年に入り仕事量は若干減
少。仕事の中心は県外物件である。

●設備工事（電気工事）／今年は、例年ほど見
積もなく仕事の目途が立たない。

●設備工事（管設備）／円安による原材料高な
どの経費の上昇や技術者の不足等による人
件費の増加により販売価格が上昇傾向。

●運輸（バス）／外国人旅行客の増加に伴い、
東京都内でのバスの調達が困難なため山梨
県までバスの確保をしてくる旅行会社が多く、
稼働率が高まっている。

●その他（介護）／4月の介護法の改正に伴い
例年から比べ売上が減少傾向。


